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○ 校長は、学校内の関係者及び関係機関と連携調整並びに保護者の連絡窓口となる特別支援教

育のコーディネーターの役割を担う者を指名し、校務分掌に位置付けて特別支援教育を推進し

ます。 

○ 校長（園長を含む。以下同じ。）は、特別支援教育実施の責任者として、自らが特別支援教

育や障害に関する認識を深めるとともに、リーダーシップを発揮しつつ、学校経営の柱の一つ

として、特別支援教育の充実に向けた学校内での教育支援体制の整備を推進します。 

○ 校長は、学校内での研修を実施したり、教職員を学校外での研修に参加させたりすることに

より、専門性の向上に努めます。  

○ 校長は、各学校それぞれの実態に応じて、全ての保護者に対して、特別支援教育に関する理

解を図るとともに、保護者と協働で支援を行う体制を作ります。 

○ 校長は、個別の教育支援計画等を活用し、教育上特別の支援を必要とする児童等の支援内容

を進学先へ適切に引き継ぎます。 

 

 

 

 

 

（２）全校的な取り組みのための 

教職員それぞれの役割 

（a）チームとしての学校全体で行う特別な支援 

平成２７年１２月２１日に中央教育審議会がまとめた「チームとしての学校の在り方と今後の

改善方策について（答申）」では、今後の学校について次のように述べています。 

① 個々の教員が個別に教育活動に取り組むのではなく、学校のマネジメントを強化し、組織と

して教育活動に取り組む体制を創り上げること。 

② 生徒指導や特別支援教育等の充実を図るため、学校や教員が、心理や福祉等の専門家や専門

機関との連携・分担する体制を整備・強化すること。 

障がいの有無にかかわらず、教育上特別の支援を必要とする幼児児童生徒が在籍する全ての学

校等において、教員個々の頑張りでなく、組織としてつながっていく体制を創っていく必要があ

ります。そのためには、立場によってどんな役割があるかを明確にする必要があります。 

（ｂ）それぞれの立場での役割 

平成２９年 3 月に文部科学省から出された「発達障害を含む障害のある幼児児童生徒に対する教

育支援体制整備ガイドライン」には、次のように述べられています。   

それぞれの役割について多数示されていますが、その中から一部の内容を紹介します。 

【校長の役割】 

等 

子どもも 教職員も 

安心して過ごせる学校 
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○ 通常の学級の担任・教科担任は、自身の学級に教育上特別の支援を必要とする児童等がいる

ことを常に想定し、学校組織を活用し、児童等のつまずきの早期発見に努めるとともに行動の

背景を正しく理解するようにします。 

○ 通常の学級において、教育上特別の支援を必要とする児童等に対して適切な指導や必要な支

援をするとともに、温かい学級経営及び分かりやすい授業を心がけます。 

○ 通常の学級の担任・教科担任は、教育上特別の支援を必要とする児童等への適切な指導や必

要な支援を行うために、校内外の様々な人材や組織を活用します。 

○ 通常の学級の担任は、特別支援教育コーディネーターと連携して、教育上特別の支援を必要

とする児童等の個別の教育支援計画及び個別の指導計画作成の中心を担い、適切な指導や必要

な支援に生かします。 

○ 通常の学級の担任は、障害のある児童等と障害のない児童等との交流及び共同学習を積極的

に検討します。  

 

 

 

○ 特別支援教育コーディネーターは、学校内の関係者や教育、医療、保健、福祉、労働等の関

係機関との連携調整、保護者との関係づくりを推進します。 

○ 特別支援教育コーディネーターは、各学級担任からの相談に応じ、助言又は援助等の支援を

行います。 

○ 特別支援教育コーディネーターは、特別支援学校のセンター的機能を活用したり、関係機関

との連携を図ったりしながら、個別の教育支援計画等や支援内容の改善につなげていきます。 

○ 特別支援教育コーディネーターは、学校内の児童等の実態を把握するための校内体制構築

や、研修の実施を推進します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【特別支援教育コーディネーターの役割】 

【通常の学級の担任・教科担任の役割】 

等 

等 

【通級担当教員の役割】 

○ 通級担当教員は、校内の教育支援体制の整備に当たって、専門的な見地から助言を行います。 

【特別支援学級担任の役割】 

○ 特別支援学級担任は、校内の教育支援体制の整備に当たって、担当する障害種に関する教育

について最も知識のある専門家として助言を行います。 

【養護教諭の役割】 

○ 養護教諭は、各学校の特別支援教育の校内体制の中で、児童等の心身の健康問題を把握し、

児童等への指導及び保護者への助言を行うなど、重要な役割を担います。 

学校にいる全ての教職員が 

一人一人の子どもを支える大きな力です！ 

交流及び共同学習については、第Ⅰ章―２（５）⑥『「交流及び

共同学習」に取り組む際に』（38ｐ）で、意義の確認と活用できる

連携シートを紹介しています。 


